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年

二
月

度
　

入
選

句
　

大
前

に
黒

の
正

装
初

鴉
福
岡
県
福
岡
市

大
津

　
英

世

皓
々

と
大

地
に

注
ぐ

初
日

の
出

　
養
老
郡
養
老
町

田
中
　
秀
草

大
寒

の
空

に
は

り
つ
く

朝
の
月

　
不
破
郡
垂
井
町

中
西
　
弘
子

湯
豆

腐
や

恙
な

く
過

ぐ
一

日
よ
　

東
京
都
狛
江
市

椎
野
　
一
恵

ひ
ね

く
れ

ず
諦

め
も

せ
ず

初
鴉

　
大
垣
市

吉
田
　
て
る
み

葱
坊
主
己
が
お
れ
が
と
首
伸
ば
す
　

大
垣
市

村
田
　
通
夫

よ
く
も
ま
あ
似
た
る
母
と
子
初
鏡
　

揖
斐
郡
大
野
町

藤
田
　
涼
子

薄
氷

を
翳

せ
ば

見
え

て
日

本
海

　
大
垣
市

小
林

　
研

風
花
や
土
蔵
を
走
る
ひ
び
ひ
と
つ
　

大
垣
市

佐
藤
　
す
み
子

恋
多

き
女

と
言

は
れ

し
だ

れ
梅

　
宮
城
県
名
取
市

松
本
　
裕
子

あ
る
が
ま
ま
生
き
た
き
明
の
春
な
り
し
　

愛
知
県
豊
田
市

城
山
　
憲
三

　
こ
の
句
の
良
さ
は
、
季
語
「
初
鴉
」
の
本
意
を
上
手
く
と
ら
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
普
段
の
鴉
は
、
不
吉
な
者
と
し
て
、
あ

る
い
は
穢
れ
の
あ
る
者
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
初
鴉
」は
神
の
使
い
と
し
て
の
崇
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「大
前
」
は
神
の
御
前
で
あ
る
。
「
大
前
に
黒
の
正
装
」
で
、
読
者
は
「
黒
の
正
装
で
誰
が
お
召
し
に
な
っ
た
か
」
と
想
像
す
る

が
「初
鴉
で
あ
っ
た
こ
と
よ
」
と
、
下
五
で
そ
の
正
体
を
明
ら
か
に
な
り
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
を
す
る
。
中
七
の
「
黒
の
正
装
」

の
措
辞
が
鴉
で
あ
る
が
ゆ
え
の
「
黒
」
で
あ
る
。

　
俳
句
は
、
こ
の
よ
う
に
「
季
語
の
本
意
」
を
上
手
く
表
す
こ
と
で
読
者
を
引
き
つ
け
る
の
で
あ
る
。

雲
割

つ
て
穢

れ
を

知
ら

ぬ
初

明
り

三
重
県
四
日
市
市

後
藤

　
允

孝

　
「
初
明
り
」「
初
日
の
出
」
の
句
に
は
「
皓
々
」
と
か
「未
来
輝
く
」
な
ど
、
一
般
的
に
は
、
年
を
新
た
に
し
た
光
り

の
眩
し
さ
を
表
現
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
「
雲
割
っ
て
く
る
光
り
に
穢
れ
を
知
ら
ぬ
」
と
、
光
り
の
勢
い
や

純
粋
で
潔
白
な
光
り
ま
で
表
し
た
こ
の
句
に
は
、
詠
者
の
「
初
明
り
」
へ
の
願
い
ま
で
受
け
取
れ
る
。
雲
間
の
明
り

は
、
ま
さ
に
「
穢
れ
を
知
ら
ぬ
」
「
初
明
り
」
な
の
で
あ
る
。
雲
を
割
っ
て
き
た
勢
い
の
あ
る
「
初
明
り
」
な
の
で
あ

る
。

大
寒

や
靴

音
硬

く
月

の
径

大
垣
市

森
　

茂
寿

　
「
大
寒
や
」
で
寒
々
と
し
た
世
界
が
目
の
前
に
浮
か
ん
で
く
る
。
街
中
の
靴
音
も
硬
く
、
寒
々
と
し
て
い
る
。
通

常
で
考
え
て
も
寒
い
と
き
に
は
、
何
も
か
も
「硬
い
」イ
メ
ー
ジ
を
も
た
せ
る
。
「
硬
き
水
」
「
硬
き
風
」
な
ど
自
然

の
も
の
ま
で
硬
く
感
じ
る
。
「
靴
音
ま
で
硬
い
音
が
す
る
」
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
冬
の
月
ま
で
も
硬
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
「
月
の
径
」
は
月
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
小
道
な
の
で
あ
る
。
裏
道
な
の
か
脇
道
な
の
か
、
人
通
り
も
な
い
径
な

の
で
あ
る
。
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戸
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京
都
府
宇
治
市

古
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洋
子

風
吹
け
ば
影
も
じ
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れ
あ
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し
だ
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大
垣
市

早
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千
恵
子

三
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咲
き

香
り

も
三

分
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大
垣
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早
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美
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針
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に
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兵
庫
県
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戸
市
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走
り

根
に

こ
も

る
気

迫
や

初
詣

　
安
八
郡
神
戸
町

高
橋

　
泰

町
医

者
の
ひ

と
き

は
大

き
松

飾
　

安
八
郡
神
戸
町

高
橋
　
日
出
美

湯
た
ん
ぽ
の
ほ
の
と
母
胎
の
記
憶
か
な
　

静
岡
県
藤
枝
市

山
本
　
紫
苑

寒
見

舞
母

亡
き

里
は
遠

く
な

り
　

大
垣
市

大
角
　
信
華

手
袋
を
脱
ぎ
て
握
手
の
分
厚
き
手
　

大
垣
市

大
杉
　
す
み
ゑ

着
ぶ
く
れ
の
誰
と
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
会
釈
　

養
老
郡
養
老
町

田
中
　
紫
香

お
手
玉
代
わ
り
宙
を
ま
う
ミ
カ
ン
か
な
　

大
垣
市

野
村
　
み
ち
代

化
粧

し
て
新

年
の
顔

出
来

上
る

　
大
垣
市

富
井
　
あ
や
子

初
ご
よ
み
覚
え
は
じ
め
の
お
い
う
え
お
　

大
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市

平
野
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病
む

人
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市
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間
　
美
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子

陽
の

光
寒

梅
揺

ら
す

鳥
の

声
　

大
垣
市

ケ
セ
ラ
・
せ
ら

病
む
夫
に
七
草
粥
を
冷
ま
し
を
り
　

大
垣
市

安
田
　
む
つ
こ

耳
遠
く
も
夜
半
に
聞
こ
ゆ
虎
落
笛
　

大
垣
市
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久
間
　
敏
雄

も
の

の
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や
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井
戸
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り
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山


